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国立京都国際会館

前回（第3回プロセス化学国際シンポジウム） の会場風景

アネックスホール　ポスター発表・企業展示会場レイアウト

● シンポジウム ● シンポジウム ● ポスター討論と企業展示会

● ポスター討論 ● 企業展示会 ● 情報交換会
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第    回 プロセス化学国際シンポジウム

国立京都国際会館
〈アネックスホール〉

20  9年7月25日 木　26日 金

企業展示会 出展ご案内

〒103-8485  東京都中央区日本橋浜町3-16-8
TEL  03-3663-7936   FAX  03-3663-7861

ISPC2019デスク 化学工業日報社 企画局内
URL  http://www.cdsympo.com/ispc2019/
E-mail   sympo@chemicaldaily.co.jp

お問合せ



　日本プロセス化学会は、2001年11月に発足し、翌2002年7月に創設記念シンポジウムを開催して以来、毎年夏と冬にシン
ポジウムを行い、また地区フォーラムや2006年からは泊まり込みの勉強会「ラウンジ」を開催しております。これらのシンポジウム
は、各方面の皆様の御努力・御支援の賜物により年々盛況になって来ており、我が国におけるプロセス化学を高揚し、認知度
を高め、その重要性を実証するものと自負しております。
　ところで、現代のキーワードは国際化、情報化、そして環境であります。いずれもプロセス化学にとっても重要な事象であり、
日本プロセス化学会としては、2008年、2011年、2015年にサマーシンポジウムを第1回、第2回、および第３回プロセス化学
国際シンポジウム（The 1st, 2nd, and 3rd International Symposium on Process Chemistry ― ISPC 2008, 2011, and 2015）
と位置づけ、世界各国からプロセス化学領域におけるトップランナーを御招待し講演して頂くと同時に、参加を世界に呼びかけ
て実施致しましたところ、幸いにも、国内外合わせて約2500名の参加をいただき大いなる成果を挙げることができました。
　このたび、第3回プロセス化学国際シンポジウムから４年を経て、2019年7月24～26日の予定で京都国際会館にて第4回
プロセス化学国際シンポジウム（The 4th International Symposium on Process Chemistry ― ISPC 2019）を開催させて
いただく運びとなりました。この機会はプロセス化学における世界の動向を知るばかりでなく、優れた日本のプロセス化学を世界
に発信する絶好の機会であり、また各国のプロセス化学者との相互交流も大いに期待されます。従来にも増して多くの皆様の
御参加をお願い申し上げる次第であります。
　日本プロセス化学会では、同シンポジウムに併せて企業展示会を企画いたしました。本展示会はプロセス化学の研究者に研
究を支援、促進するための科学機器、情報処理技術、試薬等の最新情報を提供する重要な場となるものと確信しております。
　つきましては本展示会の趣旨にご賛同いただき、貴社の最新技術や新製品をご出展賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

開 催 要 項

日本プロセス化学会 会長　佐治木 弘尚 （岐阜薬科大学）
第４回プロセス化学国際シンポジウム 組織委員長　秋山 隆彦 （学習院大学）

第4回プロセス化学国際シンポジウム （日本プロセス化学会2019サマーシンポジウム）
企業展示会への出展のご案内

■ 名　称
 第4回プロセス化学国際シンポジウム
 （日本プロセス化学会2019サマーシンポジウム）
 企業展示会

■ 開催形態
 主催　日本プロセス化学会
 (The Japanese Society for Process Chemistry)

 〒501-1196　岐阜市大学西1-25-4
 岐阜薬科大学 創薬化学大講座 薬品化学研究室教授室内
 日本プロセス化学会事務局
 Tel & Fax : 058-230-8109
 E-mail : jspc@jspc-home.com
 http://www.jspc-home.com/EN/index.html

 協賛：有機合成化学協会、近畿化学協会、
  日本農芸化学会、分離技術会
 協力：化学工業日報社

■ 会　期
 2019年7月25日（木）～26日（金）  10:00～17:00
 ※シンポジウム会期は7月24日（水）～26日（金）。
 ※両日とも展示会見学時間帯を設けております。

■ 会　場
 国立京都国際会館・アネックスホール
 〒606-0001　京都市左京区宝ケ池
 京都駅から地下烏丸線で約20分  
 http://www.icckyoto.or.jp/access/access.html

■ シンポジウム参加予定者
 1,000人以上（海外参加者含む）
 （国内・外の製薬・化学・農薬関連企業および大学・
 研究機関のプロセス化学研究者とエンジニア）

■ 出展の対象
医薬品原料・中間体・添加剤／試薬／ラボ用測定・
分析機器／原料加工機器／合成機器／プロセス測定
検査機器／輸送・供給機器／充填・包装印字機器／
包装材料・容器／減菌・クリーン化／プラントエンジニ
アリング／コンピューターシステム・ソリューション／コンビ
ナトリアルケミストリー／アウトソーシングなど

■ 出展料金（消費税込）

 1小間：108,000円（賛助会員）
  （日本プロセス化学会賛助会員2019年度会費振込済みの企業）

　　　　   140,400円（非会員）

■ 小間の形態（パッケージブース）

　・1小間　間口1.8m ／奥行0.6m ／高さ2.4m
　・小間には基本施設として
　　後壁／社名板／ FL40w1灯／展示台／
 2口コンセント1ケ（500wまで）／椅子1脚

を事務局が設置します。

■ 重　量
 床上の場合300kg/m2、展示台の場合60kg/m2を
 最大限とします。

■ 小間割り（次頁参照）

今回は、多数のポスター発表と企業展示会の申込が
予想される為、事務局が出展物の内容、形状、申込
順位、会場の構成などを総合的に勘案して割り当てを
決定いたします。

■ 電　気
 電気設備

 ＊基本電気設備は事務局が行いますが、追加工事、
   追加使用料金は別途請求いたします。
 料金

 ＊電気工事費、使用料金に関する使用規程等は
   別途お知らせいたします。

■ 搬入・搬出
 搬入・装飾

 7月24日（水） 13:00～17:00まで
 搬出・撤去

 7月26日（金） 17:00～20:00まで

■ 宣　伝
　新聞出版物での紹介

内外に広く本展の開催を知らせるために『化学工業日報』
を始め関連媒体へ随時、記事掲載・広告掲載を行
います。

　出展社ガイドブックの発行

出展社ガイドブックを作成し全シンポジウム参加者に
無料配布いたします。

　インターネット・メールマガジンでの紹介

「日本プロセス化学会ホームページ」「化学工業日報社
ホームページ」と「化学工業日報社メルマガ」にて展示
会を紹介いたします。

■ その他
 ・出展企業1小間につき1名のシンポジウム聴講が可能です。
 ・講演要旨集を1小間につき1冊贈呈いたします。
 ・出展社は24日夕刻のウェルカムレセプションにご招待
  いたします。

■ 出展の申込方法と締切日
 別紙の申込書へご記入の上、下記事務局まで
 FAXもしくはE-mail添付でお申し込み下さい。

 ISPC2019 デスク  化学工業日報社 企画局内
 〒103-8485　東京都中央区日本橋浜町3-16-8
 TEL：03（3663）7936　FAX：03（3663）7861
 E-mail：sympo@chemicaldaily.co.jp

締切日　2019年5月10日（金）

＊ただし、締切日前でも予定小間数に達した場合は締め切らせて
いただきます。

＊出展料のお支払締切日は2019年6月10日（月）とし、同日までに
払い込みのない場合は正式の申し込みと認めず失効と致します。

＊支払締切日以降において出展申し込みの取り消しをされた場合
も出展料は返却いたしません。

＊申込受理後、展示会事務局よりご請求書を発行いたします
ので、下記の指定口座へお振込み下さい。

 みずほ銀行小舟町支店
 普通預金No.987280 （株）化学工業日報社

※第4回プロセス化学国際シンポジウム（日本プロセス化学会2019サマーシンポジウム）は
　《招待講演》 《一般講演（オーラルとポスター発表）》《情報交換会》《企業展示会》で構成されます。
　詳細は：http://www.cdsympo.com/ispc2019/ にてご覧になれます。

■ 小間姿図
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 別紙の申込書へご記入の上、下記事務局まで
 FAXもしくはE-mail添付でお申し込み下さい。

 ISPC2019 デスク  化学工業日報社 企画局内
 〒103-8485　東京都中央区日本橋浜町3-16-8
 TEL：03（3663）7936　FAX：03（3663）7861
 E-mail：sympo@chemicaldaily.co.jp

締切日　2019年5月10日（金）

＊ただし、締切日前でも予定小間数に達した場合は締め切らせて
いただきます。

＊出展料のお支払締切日は2019年6月10日（月）とし、同日までに
払い込みのない場合は正式の申し込みと認めず失効と致します。

＊支払締切日以降において出展申し込みの取り消しをされた場合
も出展料は返却いたしません。

＊申込受理後、展示会事務局よりご請求書を発行いたします
ので、下記の指定口座へお振込み下さい。

 みずほ銀行小舟町支店
 普通預金No.987280 （株）化学工業日報社

※第4回プロセス化学国際シンポジウム（日本プロセス化学会2019サマーシンポジウム）は
　《招待講演》 《一般講演（オーラルとポスター発表）》《情報交換会》《企業展示会》で構成されます。
　詳細は：http://www.cdsympo.com/ispc2019/ にてご覧になれます。

■ 小間姿図
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ＤＫＳＨジャパン株式会社
株式会社東京インスツルメンツ
東京化成工業株式会社
東京ダイレック株式会社

東京理化器械株式会社
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PHT INTERNATIONAL INC.
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前回（日本プロセス化学会2018サマーシンポジウム）出展企業
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【 50音順 】

国立京都国際会館

前回（第3回プロセス化学国際シンポジウム） の会場風景

アネックスホール　ポスター発表・企業展示会場レイアウト

● シンポジウム ● シンポジウム ● ポスター討論と企業展示会

● ポスター討論 ● 企業展示会 ● 情報交換会

ENT

ポスター発表ゾーン

企業展示ゾーン
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第    回 プロセス化学国際シンポジウム

国立京都国際会館
〈アネックスホール〉

20  9年7月25日 木　26日 金

企業展示会 出展ご案内

〒103-8485  東京都中央区日本橋浜町3-16-8
TEL  03-3663-7936   FAX  03-3663-7861

ISPC2019デスク 化学工業日報社 企画局内
URL  http://www.cdsympo.com/ispc2019/
E-mail   sympo@chemicaldaily.co.jp

お問合せ



日本プロセス化学会
賛助会員価格
￥108,000

企 業 展 示 会

http : //

（支払締切日　2019年6月10日（月））

（株）化学工業日報社 
「ISPC2019」デスク 御中

第4回プロセス化学会国際シンポジウム2019

E-mail  

1.　出展申込み

2.　申込小間数

3.　支払日

非会員価格
 ￥140,400

The 4th International Symposium on Process Chemistry

ふりがな

E-mail sympo@chemicaldaily.co.jp

※お申込書受理後、ご請求書を発行いたします。

英 文 社 名


